

















































	 執筆時において本メソッド全体としては 10 コマ以上の授業時数を要する内容であり、 
 


























3．1．第 1 段階 
	 簡単なハ長調の楽曲に主和音（I）と属和音（V）の定型のみを用いて伴奏付けする方法
を指導する。 
・「ぶん ぶん ぶん」（譜例 1） 
	 （1）まず受講者全員でメロディーを一緒に歌う。 
	 （2）＜ド・ミ・ソ＞と＜シ・レ・ソ＞の 2 種類の和音のみを「定型」として使用する。 
	 	 	 与えられたベースライン上に適切な和音を選び「和音進行の骨子」を記入する。 
	 	 	 	 このベースラインに基づいて和音を選ぶ方法は伝統的な「数字付き低音」の方法 
	 	 	 に則っている。本授業において使用する教材では、伝統的なローマ数字による和音 
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 	 	 	 記号とコードネームの 2 種類のスタイルによる表記を併用するが、煩雑になること 
	 	 	 を避けるため転回形和音を区別する表記は用いていない。 
	 （3）各自で右手のメロディーを弾きながら左手で 2 種類の和音のみの「定型」による 
	 	 	 「和音進行の骨子」を弾く練習をする。 
	 （4）「和音進行の骨子」に基づき、各自で左手部分のリズムを自由に変化させて伴奏を 





 ・「かっこう」（譜例 2） 
	 （5）前掲（1）から（4）の方法に基づき左手伴奏を作り演奏する。主和音（I）と属和 
	 	 	 音（V）以外に属七の和音（V7）を含む練習である。 
	 （6）両手による伴奏（左手メロディーを弾かないかたち）を考え、楽譜を完成する。 
	 	 	 子どもたちがメロディーを覚えて歌えるようになった後は、ピアノではメロディー 
	 	 	 を重ねて弾かずに伴奏することで子どもたちがより自由にのびのびと歌うことがで 
	 	 	 き効果的である場合が多いことを説明する。また、そのような理由により本メソッ 
	 	 	 ドにおいては各段階においてメロディーを重ねて弾かない両手による伴奏を重視し 
	 	 	 ている。また、それぞれの受講者が作成する伴奏は、各自の演奏能力に応じた内容 
	 	 	 で良いことを説明する。 
	 （7）以上のようなプロセスを経て仕上げた各自の楽譜を使用し、受講者が順次実際に 
	 	 	 伴奏を分担してゆき、他の受講者は歌う。そのような練習は、実際の伴奏の経験と 
	 	 	 して役立つ。 
	 	 	 	 この段階において受講者自身が音を選んで伴奏を作ることの楽しさを感じるよう 
	 	 	 に促すことが大切である。多くの受講者は、自分自身が作ったオリジナルの伴奏に 
	 	 	 よって実際に他の受講者が歌うことを体験し、新鮮な喜びを感じる。また、そのこ 
	 	 	 とが次の段階へ進むための原動力ともなる。 
 







	 	 	 和音は譜例 4 に揚げた 5 種類の和音の中から適宜選択する。この課題では例外的 




	 	 	 歌とピアノに合わせて演奏する。 
	 （6）譜例には記載していないが、両手による伴奏（左手メロディーを弾かないかたち） 












	 （2）前掲第 1 段階、第 2 段階の方法に準じて、伴奏付けを行う。 
 
・「山の音楽家」（譜例 5） 
	 （3）この楽曲は、日本語の歌詞が 5 番まであり、歌詞に応じて伴奏音形を変化させる 
	 	 	 と効果的である。前掲第 1 段階、第 2 段階の方法に準じて伴奏付けを行うものの、 










	 （2）前掲第 1 段階、第 2 段階の方法に準じて伴奏付けを行う。 
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 	 （3）副三和音（II、VI）を用いて伴奏付けを行う。 
 
・「小さな世界」（譜例省略） 
	 （4）前掲第 1 段階、第 2 段階の方法に準じて、伴奏付けを行う。 
	 （5）この楽曲の場合、メロディーの前半部分と後半部分がほぼ同一の和音進行ととら 
	 	 	 えることができ両方の部分を重ねて演奏することが可能である。二つのメロディー 
	 	 	 （この場合は楽曲の前半部分と後半部分）を重ねて歌う「パートナーソング」の手 
	 	 	 法に準じた例として説明する。また、他の参考例として「メリーさんのひつじ」と 
	 	 	 「ロンドン橋」を重ねて歌うことができることなども合わせて説明する。 
 














	 （2）譜例 6 においては和音記号が記載されているが実際の指導においては受講者に各	
	 	 	 部分の和音を判断させ、和音記号を記入させる。この曲は、左手の分散和音を見る	
	 	 	 ことにより和音を容易に判断することができる。	
	 （3）右手メロディーの各音符が非和声音かどうかを判断させる。非和声音には刺繍音、	
	 	 	 経過音、倚音、掛留音、先取音、逸音、保続音などといった様々な種類があるが、	
	 	 	 本プロセスにおいてはそれらを一括して「和音構成音でない音」＝「ぶつかる音」	
	 	 	 と説明する。ただし、和音構成音を「三原色」とすればそれ以外の「非和声音」は	
	 	 	 「中間色」または「パステルカラー」のようなイメージとなり、「きたない音」とと	
	 	 	 らえるのではなく、音楽を構成するにあたって不可欠な要素であることも合わせて	
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 	 	 	 説明した上で、譜例のように非和声音に×印を記入させる。	
	 （4）譜例のようにモチーフ（α）が敷衍されて音楽が発展してゆく様子や「動機」「小	




3．6．第 6 段階 





















注 1）川畑尚子 他 編『ピアノ曲集』、学校法人 大阪キリスト教学院、2014 年、p.35 
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